
拝啓 今年も早や 7 月末となりました。いつもエンカウンターをお読み頂きありがとうご

ざいます。今近所の公園では、さるすべりの花が咲き始めました。 

今回は、小西芳之助先生の『コリント人への第一の手紙講解説教』からの引用の第 14

回目（最終回）です。 

今回の「エンカウンター」の 13 ぺージ、「復活の望みに堅く立って動かされるな」とい

う項目には、次のように書かれています。 

「要するに、「復活の望みに堅く立って動かされないようにあれ」ということです。これ

が、信者に対する唯一の命令であります。この節はコリント前書の最後の結論であり、聖

書の結論でもあります。主の業に励みつつ、永遠の生命に向かって走れ、ということです。

伝道者にとって、主の業は福音の伝道です。諸君にとっては、日々目の前の義務です。人

を愛することを抜きにして、神を愛することはあり得ません。それと同じく、毎日自分に

与えられた業を抜きにして、神に対する奉仕の業はありません。クリスチャンはこのこと

をしっかり知らなければいけない。どうぞ諸君は、どんな小さな業でも、誠心誠意やって

いただきたい。これが最後の勧めであります。…聖書は繰り返し、同じことを言っていま

す。ロマ書と内容は同じです。ガラテヤ書もまた同じことです。我々はこのことを死ぬま

で学びます。」 

 本号をもって、「コリント人への第 1 の手紙講解説教」からの御引用は終わります。次

号からは、「コリント人への第 2 の手紙講解説教」から引用いたします。 

 

この一月に読んだ『一日一生』等の本から、感銘を受けた言葉を紹介します。 

小西芳之助先生『主の御名を呼ぶ』6 月 18 日 

「私は、福音をイエス・キリストと父なる神から、内村鑑三先生を通して受けた。大正

10 年に先生が、ロマ書 3 章 21－26 節を説教なさるのを聞いた時であった。もし、私が、

内村先生から福音を聞かなかったなら、福音を信じなかったであろう。 

「信仰は聞くことによるのであり、聞くことは、キリストの言葉からくるのである（ロマ

書 10 章 17 節）は、まことに真実である。神は人を用い給う。」 

新渡戸稲造先生『一日一言』6 月 17 日 

「遠くより望めばこれほど恐ろしきものはないが、近づいてじっと見詰めれば、これほど

深切なものなしと思わるるものは死である。浅く交われば鬼、深くうかがえば実に天の使

い。されば、死はいつ来るとも甘んじて待つべく、我より進んでこれを向かうべからず。」 

松下幸之助先生『道をひらく』「141 頁」 

「窮境に立つということは、身をもって知る尊いチャンスではあるまいか。得難い体得の

機会ではあるまいか。そう考えれば、苦しい中にも勇気が出る。元気が出る。思い直した

心の中に新しい知恵がわいて出る。そして、禍いを転じて福となす、つまり一陽来復、暗

雲に一すじの陽が差し込んで、再び春を迎える力強い再出発への道がひらけてくると思う

のである。」 



内村鑑三先生『一日一生』7月 13 日 

「われらはこの世界はついにどうなるかを知らない。しかしわれらは、神は彼を愛する者

に聖霊を賜うてこれをその子となしたもうことを知る。人生の最大事は政治ではない。ま

た軍事でもない。人生の最大事は宗教である。すなわちこの移りゆく世にある間に、移ら

ざる世に入る準備をなすことである。われらはこの世界が滅びつつある間に、神の子とな

りて永生を承けつぐことが出来る。」 

バークレー先生『一日一章』5 月 25 日 

われわれが一つのことばを口にする。するとそのことばそとに出てゆく。「決して戻っ

てこないものが三つある。口から出たことばと、弦から離れた矢と、失われたチャンスと、

この 3つである。 

われわれが美しい、真実のことばを語るとき、またイエス・キリストのために語るとき、

それをだれかが聞いている。 

われわれがしゃべることをつねに聞いている人がいる。――それはイエス・キリストで

ある。」 

カウマン先生『日の出に向かって』7 月 5 日 

「幸福な人生とは、海外旅行や楽しい休日にあるのではなく、道端に隠れてしまって、や

っと気がつくほどの小さな一群のすみれの花にあるのです。そして神の平和と愛を心の中

に思っている人だけが、その小さなすみれの花を見ることができます。 

 そういう人は小さな喜びのくり返し、霊的な小さなひらめき、日ごとの務めの上に注が

れる陽の光りなどの中に神の愛を見出します。長い間、私は自然や新約聖書に親しんで来

ましたので、毎日が益々一層楽しくなるばかりです。  エドワード・ウィルソン」 

 

本誌読者の佐藤文男さんと小西忠雄さんと一緒に、小西先生のパウロ書簡講解説教集の

最後として、「テモテ前後書・テトス書・ピレモン書」の編集作業を行っています。テモ

テ、テトス、オネシモについて、色々調べていますが、これらの人々は、パウロを助けた

人々であり、そういう助け手がいたから、パウロ書簡集が編集され、今日の聖書があると

思うと、感動します。 

新型コロナがまた急拡大して、集会などを持つことが心配されるようになりました。マ

スク、手洗い、うがいなどはこれまで同様実行されて、十分ご注意下さるようお祈り申し

上げます。 

7 月 23 日                          山口周三 

エンカウンターの読者各位 


